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『
北
海
道
新
聞
』
縮
刷
版
二
〇
一
六
年
八
月
号
の

一
頁
目
に
、「
八
月
の
重
要
日
誌
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
二
三
日
の
欄
に
は
、「
台
風
九
号
が
午
前
六

時
ご
ろ
、
日
高
管
内
新
ひ
だ
か
町
付
近
に
上
陸
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
に
抜
け
る
ま
で
道
内
を
縦
断
し
た
。

一
七
日
の
台
風
七
号
、
二
一
日
の
台
風
一
一
号
に
続

き
、
一
年
間
に
三
つ
の
台
風
が
道
内
に
上
陸
す
る
の

は
観
測
史
上
初
め
て
。
深
川
市
で
は
石
狩
川
が
氾
濫

し
、
路
盤
の
崩
落
が
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
石
北
線
は
復
旧
ま

で
に
一
カ
月
以
上
か
か
る
と
い
う
見
通
し
が
示
さ
れ

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
つ
の
台

風
の
道
内
へ
の
上
陸
は
〝
想
定
外
〟
で
あ
っ
た
と
い

え
な
く
も
な
い
。

　

と
は
い
え
、『
北
海
道
新
聞
』
四
面
の
「
動
静
」

欄
を
み
る
と
、
高
橋
は
る
み
知
事
は
、
二
一
日
の
午

前
・
二
二
日
の
午
後
に
、「
大
雨
に
よ
る
道
災
害
対

策
連
絡
本
部
会
議
」
に
出
席
し
て
い
る
し
、
二
三
日

の
午
後
に
は
、「
道
災
害
対
策
本
部
指
揮
室
で
職
員

ら
激
励
」
の
の
ち
、「
大
雨
に
よ
る
道
災
害
対
策
本

部
本
部
員
会
議
」
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
四

日
に
は
、
東
京
の
「
自
民
党
北
海
道
総
合
振
興
特
別

委
員
会
で
大
雨
災
害
の
緊
急
要
望
」を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
五
日
に
な
る
と
、
東
京
か
ら
空
路
女
満

別
空
港
へ
と
向
か
い
、
小
清
水
町
で
「
大
雨
で
氾
濫

し
た
止
別
川
の
被
害
状
況
を
調
査
」
し
、
さ
ら
に
、

北
見
市
の
「
道
道
北
見
常
呂
線
で
大
雨
被
害
の
犠
牲

者
に
献
花
と
被
害
状
況
調
査
」
を
実
施
し
、「
北
見

市
の
常
呂
、
端
野
両
町
で
農
業
の
被
害
状
況
調
査
」

に
も
の
ぞ
ん
で
い
る
。
二
八
日
の
午
後
に
は
、「
深

川
市
、
東
川
町
、
美
瑛
町
で
二
階
〔
俊
博
・
自
民
党
〕

幹
事
長
ら
と
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
調
査
」（〔　

〕

内
、
引
用
者
補
足
）
を
行
っ
て
い
る
。
く
わ
え
て
、

三
一
日
の
午
前
・
午
後
に
も
、「
台
風
一
〇
号
に
係

る
道
災
害
対
策
本
部
員
会
議
」
に
列
席
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
二
日
の
北
海
道

知
事
選
挙
の
折
り
に
だ
さ
れ
た
公
約
＝
「
新
・
北
海

道
ビ
ジ
ョ
ン
～
世
界
に
発
信
！
輝
く
北
海
道
～
」
の

な
か
で
、「
重
点
的
に
取
り
組
む
政
策
」
と
し
て
、「
徹

底
し
た
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
」
を
あ
げ
て
い
た

高
橋
知
事
だ
か
ら
こ
そ
、
台
風
と
い
う
危
機
に
直
面

し
て
、
迅
速
か
つ
的
確
な
行
動
を
と
っ
た
こ
と
は
当

然
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
同
公
約
に
は
、「
ア
ジ
ア

の
先
進
拠
点
と
し
て
世
界
に
輝
く
北
海
道
の
実
現
に

向
け
て
、
五
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
重
点
的
に
実
行
し

ま
す
」
と
し
、
そ
の
一
つ
の
柱
と
し
て
、「
命
を
守

る
安
全
・
強
靱
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
げ
ら
れ
、「
多

発
す
る
自
然
災
害
、
大
規
模
災
害
を
は
じ
め
、
交
通

事
故
や
複
雑
化
す
る
犯
罪
な
ど
安
全
・
安
心
を
脅
か

す
危
機
か
ら
道
民
の
皆
様
の
命
、
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
防
災
力
・
減
災
力
、
地
域
力
の
向
上
に
し
っ
か

り
取
り
組
み
ま
す
」と
ま
で
明
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
知
事
が
、
九
月
一
日
の
午
前
か
ら
三
日
の
午

後
ま
で
、
北
海
道
を
不
在
に
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
・

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
で
開
催
さ
れ
た
、
極
東
開
発
を

テ
ー
マ
と
す
る
「
東
方
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
の
出

席
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
自
ら
の
留

守
中
、「
台
風
一
〇
号
に
伴
う
災
害
対
応
に
つ
い
て

は
、
荒
川
裕
生
副
知
事
が
職
務
代
理
者
と
な
っ
た
」

（
九
月
一
日
夕
刊
、
三
面
）
こ
と
か
ら
、
災
害
対
応

面
に
お
け
る
行
政
の
停
滞
と
い
っ
た
問
題
は
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、危
機
時
に
住
民
は
、リ
ー

ダ
ー
の
顔
を
み
る
こ
と
で
、
安
心
感
を
得
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
。
最
も
有
名
な
事
例
は
、
二
〇
〇
一
年

九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
後
の
ル
ド
ル

フ
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
の
行
動

で
あ
る
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
高
橋
知
事
に
は
、

自
分
が
北
海
道
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
住
民
に
安
心

感
を
あ
た
え
る
と
い
う
選
択
肢
は
存
在
し
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
被
災
地
の
方
々
が
、《
日
常
》
で
は

な
い
、《
非
日
常
》
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
な
か
、

知
事
は
、
外
交
日
程
を
優
先
し
た
の
だ
。

　

わ
た
し
た
ち
道
民
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か

か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
九
年
四
月
の
選
挙
ま
で
、
危
機

管
理
意
識
の
稀
薄
な
こ
の
人
物
を
ト
ッ
プ
に
い
だ
か

ざ
る
を
得
な
い
。
知
事
選
挙
ま
で
二
年
二
カ
月
と

な
っ
た
い
ま
も
な
お
、
反
高
橋
陣
営
は
、
候
補
者
の

選
定
が
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
し
か
、「
危
機
か
ら
道

民
の
皆
様
の
命
、
暮
ら
し
を
守
る
」
こ
と
の
で
き
な

い
知
事
に
、
さ
ら
に
四
年
間
、
た
よ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

＜
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